
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 明治 19（1886）年に名古屋停車場（現在の名古屋駅） 

が今日の場所より約 200 メートル南に開業しました。当 

時は「笹島ステンショ（Station）」と呼ばれたこの停車場 

は、「汽車見亭」という茶店が登場するほど評判を呼び、名 

古屋が近代都市となる第一歩となりました。 

当初、東西両京を結ぶ幹線鉄道は、軍部の要望により、 

中仙道沿いに計画され、名古屋は路線から外れていました。 

その時、東海道線への変更を訴えたのが、当時の名古屋 

区長（現在の市長）であった吉田禄在（1838～1916 年）です。 

かつて尾張藩士として木曾の山々の管理を行っていた禄在は、建設予定地の地形を熟知していました。

自ら実地調査した山河地勢の地図を携え、工務省鉄道局長の井上勝を訪ねた禄在は、中仙道沿いの鉄道開

発がいかに難工事であるかを説きました。そして実測調査の結果、この訴えの正しさが証明され、東海道

側への変更が決定されたのです。さらに禄在は、広小路通の整備に乗り出しました。名古屋停車場の建設

される笹島は、当時、葦の生い茂る僻地であり、都心との連結を図るためには広小路通の延伸が急務だっ

たのです。自ら陣頭に立って市民からの寄付集めに奔走し、明治 20（1887）年、広小路通の竣工にこ

ぎつけました。明治 21（1888）年、区長の職を辞すまでの 12 余年にわたり、都市づくりの布石をうっ

た禄在は「名古屋の恩人」と呼ばれています。
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名古屋都市センター 

開設当時の名古屋駅前 

 

関連資料 
「名古屋駅八十年史」 「広小路物語」 
名古屋駅／編 名古屋駅  大野一英／著 六法出版社 

開業80周年を記念し、東海道線の誘致から 

現況までの変遷を辿った駅史。 

 
3世紀を超す広小路の歩みを、歴史・人物など 

を通して体系的にまとめた一冊。 

   

「東海地方の鉄道敷設史」  「名古屋史話 近代化うら話」 

井戸田弘／著  岡戸武平／著 創元社  

 
東海地方の５路線を対象に、敷設構想から 

開業までの鉄道敷設の歴史を詳述。 

幕末から明治・大正・昭和にかけて名古屋の 

近代化の歩みを辿った歴史書。 

  

「名古屋の駅の物語」 「明治・名古屋の顔」 
大野一英／著 中日新聞本社  服部鉦太郎／編 六法出版社 

 
歴史から文学まで名古屋駅にまつわるエピ 

ソードを多岐に渡って綴った駅物語。 

明治の名古屋にまつわる逸話を、貴重な写真や 

図版とともに紹介。 
  

 
ﾅ 

Sc  
ｵ 

Se

 
ｲ 

Sc  
ﾅ 

Se

 

 

ﾊ 

Sc  
ｵ 

Sc


